
館林邑楽錮道連盟常任理事会にて確認内容
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Of試合者が会長に尻を向けない」との
配慮から、他の試合場と異なり、試合

者・審判共に 90度回転する。
O 試合者は、紅自のたすきをつける。
○ 試合者は、「垂れと胴」を付けるが、

● ● ● (紅の次の試合者が並んで待つ)

『 ヽ

○ 試合者は主審の方に向かい、 2人が
ほぼ同時に前後に移動して、元立ちに

かかる。

◎ 試合者の「基本技術」だけでなく、
「服装、態度、礼、声、 1辱露、帯刀の

仕方、下がり方」等も審査対象とする。

○ 主審は定位置にいて、 2人の試合者に
声かけをして、試合を進行する。

O 副審は、試合者の手足の動きが見える
場所に、試合者と平行に移動して良い。

○ 審判は、3試合したら移動し、 9試合
で交代する。交代の位置は②の場所。

○  「判定宣告」は、試合者の微妙な実力
の差に対処するため、日頃自分が指導し

ている試合者に対する審判はやりづらい

が、審判主任の指示した順序で、全試合

をローテーションする。

○ 準決勝・決勝の審判は、自分の指導し
ている選手がいる場合は交代する。

○ 元立は、 3組 6人で対応し、原則 2人
で 1回ずつ交代する。

○ 元立は、選手が背丈の低い小学生低学
年であることを考慮し、面打ちなどでは

頭を下げて、打ちやすい姿勢をとる。

● ● ● (自 の次の試合者が並んで待つ)

① 試合者は自分で試合場に入り、2人がそ
ろつた時『礼」と言い、「立礼」させる。

※試:合者は、開始線まで出て、眸鋸して待つ。

② 事卸り返し 始め」
※ 黙論澤降L翼豪餞甦兌認ユ翼襲議聟彗鵠塾L
正面打ち～右面から前進4回～後退5回～

問合いを切つて正面打ち～織糞鎧当舞灘～
<2回 目の切り返 し>～正面打ちで抜ける
～面を打って戻る～構えて静止する。

※試合者が小手をはめてなく、低学年である

ことから、安全のために「体当たり」を削除。

③「面打ち 3本 始め」
※ 試合奮は、面打ち3本が終了したら主審
側に立ち、立ち会いと構えて静止する。

④「小手・面打ち3本 始め」
※ 試合者は、小手・面打ち3本が終了した
ら、主審と反対側に立ち、構えて静止する。

⑤「判定・勝負有り」

※ 試合者 1ま 「判定」宣告後、眸鋸してから
立ち上がり、前向きで戻り試合場外に農る。

①

(主審)

● (試合者 白)X    △元立ちB
※ 晟鰹激ふ彙餞鐘菫変遍彗議たE

③ (副審).盪説二瞳鏡稔艶主ぅぃ

② (副審)

● (試合者 紅)X ▲元立ちA
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